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デ
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ソ
レ
ダ
ケ
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剛蝿iIlI

助
け
よ
う
と

ウ
サ
ギ
の
体
を

な
め
て
い
て

な
ぜ

こ
ん
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感
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が

封
制
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聯

な
ぜ
Ｉ
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華
一
翁

●り

》

Ｑ
ＱＯ

ね
『
え

お目ねお
〈をえい
れ開
よけ
て

Ｉ
〆

座』

●

(Ｉ銑

犬
ダ
カ
ラ

ワ
カ
ン
ナ
イ

１

ｌ
ウ
サ
ギ
ハ

ー

〆

鶏 簿 毒等、

●

公
民
イ
モ
ン
ダ
》
．

●

■

■

●

●

友
ダ
チ
ィ
？

143

ち
か
ら
，
‘
わ
↑
唖
罰
》

ソ
ノ
‐
刀
ヲ
《
酔

持
ツ
テ
イ
ル

ｏ
つ
づ
く

炉
カ
ギ
リ
…

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



144
神戸駅前方面でのお買物は…
サンニう･ くりｉ神ﾉ 『駅前地ド街
査郷1 6 0 0 2
名谷方面でのお買物は…
畑曙バﾃ ｨ ｫ ﾊ ! ｉ蜘蒋バﾃ ｲ ｵ 】碓館
壷7 9 2 - . 1ＧＲＨ

元町方面でのお買物は･ ･ ･
元lnIA1『元町沌3~r1.IlIlIllll
冠:131-01】１１０

允可刺』『虻町1 耐Ｉｊ不二. 郡1
竃3 9 1 - 0 7 舵

衣カメヤば☆
¥街：2ﾝ茎如

やっぱりうまいムサシのとんかつ

三宮方面でのお買物は…
きんらか牌ファミリーﾀ ｳ ﾝ
壷391=‘1045
三宮店ｾ ﾝ ﾀ ｰ プラザ』附
き33 1 - . 1 9 6 9

さあ

木店
三宮・センター街Ⅲ3 2 1 - 0 6 3 4
ﾕ 1 : 0 0 A M～７:3O P M毎水|曜日休み

さんプラザ店
三宮･ さんプラザB 1 m 3 9 1 - 2 4 2 7
1 1 : 3 0 A M ～８: 0 O P M 毎月| 曜日休み

罷
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潔
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‐
Ｉ零いっぱい

おもちゃの

鐘 カメヤ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



大丸神戸店Ｂ１Ｆに初めて
お目見得した「函中庵」の
コーナー

昆
布
巻
き
詰
合
せ
（
５
，
０
０
こ
で
見
合
い
も
あ
り
、
ゴ
ー
ル

０
円
）
や
懐
石
漬
（
６
，
０
０
０
円
）
イ
ン
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
数
え
き

は
吟
味
さ
れ
た
材
料
に
賛
沢
な
れ
な
い
と
か
。

味
付
け
で
贈
答
用
に
好
評
を
博
以
前
は
阪
急
一
一
一
宮
西
口
の
北

し
て
い
る
。

側
、
コ
ト
ブ
キ
三
宮
ピ
ル
隣
り

ご
家
庭
や
会
社
の
催
事
に
は
に
あ
っ
た
の
が
中
山
手
に
移
転

☆
ス
ナ
ッ
ク
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
か
さ
で
時
代
を
先
取
り
し
た
。

新
し
い
に
し
む
ら
で
軽
食
を
口
阪
急
三
宮
東
口
山
側
戎
ピ
ル
Ｂ
１

味
が
嬉
し
い
。
会
社
帰
り
に
ち

充
実
し
、
本
格
的
な
料
理
人
の

メ
ー
ー
ュ
ー
も
た
ら
こ
の
ス
パ
の
味
を
届
け
て
く
れ
る
。

料
亭
と
し
て
６
周
年
を
迎
え
た

ゲ
テ
ィ
や
シ
ー
フ
ー
ド
サ
ラ
ダ
生
ガ
キ
、
松
茸
、
ぐ
じ
等
の
気
ど
ら
な
い
マ
マ
の
手
づ
く
り

や
リ
ゾ
ッ
ト
等
ス
ナ
ッ
ク
類
が
旬
の
味
や
生
物
も
扱
っ
て
い
の
味
、
特
製
や
き
い
も
、
季
節

３
台
の
ビ
デ
オ
と
ア
ダ
ル
ト
な
純
料
亭
の
動
く
厨
房
キ
ッ
チ
ン
マ
マ
の
福
山
い
と
こ
さ
ん
が
名

女
性
に
ぴ
っ
た
り
の
感
性
だ
。
カ
ー
を
導
入
し
て
、
そ
の
ま
ま
を
継
い
で
、
今
は
小
粋
な
和
風

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
〃
が
皿
月
ｎ
日
オ
ー
の
里
」
か
ら
更
に
グ
レ
ー
ド
の
「
琴
得
喜
」
と
書
い
て
「
こ
と

プ
ン
し
た
。
従
来
の
店
と
は
全
高
い
ブ
ラ
ン
ド
「
霞
中
庵
」
が
ぷ
き
」
と
読
む
。
ま
こ
と
に
縁

く
異
な
る
新
し
い
雰
囲
気
で
、
誕
生
し
、
大
丸
神
戸
店
地
下
に
起
の
よ
ろ
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

真
白
の
壁
面
、
黒
い
テ
ー
ブ
ル
、
コ
ー
ナ
ー
が
作
ら
れ
た
。

お
店
と
思
っ
た
ら
、
実
は
、
こ

宮
水
瑚
誹
で
全
国
に
名
高
い
３
３
２
－
５
７
２
７
他
Ａ
Ｍ
Ｉ
１
Ａ
砿

に
し
む
ら
郡
誹
店
（
川
瀬
喜
代
☆
わ
ら
び
の
里
よ
り
料
亭
感
覚

子
社
長
）
の
新
店
舗
〃
オ
ー
ル
の
「
霞
中
庵
」
オ
ー
プ
ン

ラ
ウ
ン
ド
カ
フ
エ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
京
料
理
で
名
高
い
「
わ
ら
び

り
の
店
。
手
作
り
の
ケ
ー
キ
や

に
軽
食
を
、
と
い
う
時
ぴ
っ
た

ょ
つ
と
仲
間
と
ラ
イ
ト
ビ
ー
ル

ン
シ
に
エ
プ
ロ
ン
と
い
う
軽
や

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
も
ひ
と
味
違
う

び
っ

ス
タ
薪
ツ
フ
、
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
し
｝
パ スタッフの面々

ｌ
下
町
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
「
い
い

ち
こ
」
が
置
い
て
あ
る
貴
重
な

０
０
０
円
）
も
予
約
で
き
る
。

大
丸
神
戸
店
Ｂ
１
３
３
１
１
８
１
２
１

判
ｂ
で
臭
い
仲
に
な
れ
ま
す
よ
。

☆
中
央
区
下
山
手
通
２
－
亜
’
７
こ
と

ぶ
き
ピ
ル
３
Ｆ
日
祝
休
・

Ｐ
Ｍ
５
１
衝
３
３
１
１
１
０
０
５

左
党
に
と
っ
て
は
、
む
ぎ
焼
酎

蕊
☆
マ
マ
特
製
の
「
や
き
い
も
」
で

店
。
座
敷
で
見
合
い
、
や
き
い

の
も
の
が
こ
た
え
ら
れ
な
い
。

ミ
ニ
お
せ
ち
（
５
，
０
０
０
円
・
７
、

る
。
お
正
月
に
は
一
人
前
用
の

右より３番目福山いとこさん
縁起のいい「琴福喜」

あ
な
た
も
ク
サ
イ
仲
に

琴
と
福
、
そ
し
て
、
喜
ぶ
、

１
１４５
１

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

和
食

八
巻

漣
区
八
幡
町
４
１
９
‐
，
訂

窟
８
６
１
０
６
４
２

阪
急
六
甲
南
西
に
豊
転
し

て
早
や
一
周
年
を
迎
え
た
。

名
物
の
い
か
天
は
、
白
身

魚
の
す
り
身
に
い
か
を
混
ぜ

揚
げ
た
て
を
わ
さ
ぴ
じ
よ
う

油
で
い
た
だ
く
絶
品
。
特
製

↓
旨
ツ
ケ
や
奄
美
け
い
飯
、

芋
豆
腐
等
工
夫
を
凝
ら
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
酒

の
希
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

酒
も
各
地
の
地
酒
を
集
め

焼
酎
も
揃
い
、
カ
ウ
ン
タ
．
・

で
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
る
。
旬

霧
家族で店をきりもり

の
魚
の
刺
身
や
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
て
っ
ち
り
や
あ
ん
こ

う
鍋
を
グ
ル
ー
プ
で
食
す
る

の
も
い
い
。

研
究
熱
心
な
ご
主
人
の
新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
も
楽
し
み
だ

日５０□
畷Ｐ円い
体Ｍ，か

A蕊，け０
・い０秒鍾円

;蕊
・８
３０
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身

ＮＥＷＳ
●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

気
ま
ま
に

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
ノ
．

Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
か
ら

手
軽
に
、
本
格
的
な
レ
ギ

『
一
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
る

と
い
う
嬉
し
い
お
知
ら
せ
ノ

コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
噌
好
品
に

お
い
て
、
「
早
さ
」
と
「
旨
さ
」

と
い
う
一
見
相
反
す
る
２
つ
の

条
件
を
同
時
に
満
た
し
た
「
ザ

・
バ
ッ
グ
』
が
新
登
場
。
イ
ン

ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
便
利
さ

と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
深

い
味
わ
い
と
を
》
つ
に
し
た
こ

篭
:ごザ・バッグＪ
とｒカップ・ザ
･ バッグ」

の
製
品
は
、
お
湯
と
カ
ッ
プ
以

外
い
っ
さ
い
の
器
具
は
必
要
な

し
。
ポ
ケ
ッ
ト
部
分
に
熱
湯
を

注
ぐ
だ
け
で
、
ド
リ
ッ
プ
抽
出

の
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
る
。

将
味
パ
淳
、
》
恥
”
”
麹
訟
獅
鋲

３
０
０
円
／
Ｕ
Ｃ
Ｃ
カ
ッ
プ
・
ザ
・
バ
ッ

グ
－
２
０
円

ＳＨｏＷ
⑮
よ
り
よ
い
く
ら
し
を

提
案
し
ま
す

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
最
新
鋭

Ｏ
Ａ
機
器
を
一
堂
に
集
め

た
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｏ
Ａ
シ

ヨ
ー
レ
が
如
月
Ⅳ
日
、
神
戸
サ

ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ク
シ
．
ミ
リ

は
も
ち
ろ
ん
、
今
話
題
の
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
、
ア
ド
サ
イ
ン
な
ど
が
展ナショナルＯＡ講習会の模樺

示
さ
れ
た
が
中
で
も
光
デ
ィ
ス

ク
を
使
っ
た
フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ

ム
、
パ
ナ
フ
ァ
イ
ル
、
キ
ー
ボ

ー
ド
を
使
用
せ
ず
手
書
き
で
Ｏ

Ｋ
の
ワ
ー
プ
ロ
に
熱
い
視
線
が

集
中
し
て
い
た
。

》
》
》

一
一
》

Ｃ
◎
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

③
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ム
ロ
ー
バ

の
音
楽
の
世
界
に
酔
う
…

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る

田
崎
ホ
ー
ル
（
田
崎
真
珠
本
社

内
〉
で
、
加
月
哩
日
、
ソ
連
出

身
の
美
人
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

ビ
ク
ト
リ
ア
・
ム
ロ
ー
パ
の
リ

サ
イ
タ
ル
が
開
か
れ
た
。

前
半
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
一
ソ
ナ

タ
ー
番
異
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

『
・
ソ
ナ
タ
２
番
」
を
、
後
半
に

は
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
曲
を
集
め
て

演
奏
し
た
。
一
昨
年
、
チ
ャ
イ

ュ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
、
ル
で

優
勝
し
た
見
事
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
披
露
。
後
半
の
「
２
つ
の
奇

想
曲
」
第
５
番
、
同
第
Ⅳ
番
、

「
ネ
ル
・
コ
ル
・
ピ
ウ
」
に
よ

る
変
奏
曲
な
ど
は
、
作
曲
者
の

』
蹟
・
画
》
野
“
蝋
角
・
・

筈
‐
よ
診
‐
節
宮
田

蕊
Ｌ
Ｊ
Ｊ
ヤ
ー
灘
弄
：

蕊圭認缶謬燕鋸勇‐恒舎２

鎌
》

》
’
・
哉
・

埋
・
ｐ
・

パ
ガ
ニ
ー
ニ
を
思
わ
せ
た
。

音
も
響
き
も
美
し
い
ム
ロ
ー

バ
の
演
奏
に
、
満
員
の
聴
衆
が

酔
っ
た
一
夜
で
あ
っ
た
。

》
０
《
Ｕ
ｐ
ｐ
ｌ
品
Ｌ
侭
ご

●
ス
カ
イ
マ
ダ
ム
で
優
雅
な

午
後
の
ひ
と
と
き
を

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ｎ
階
「
ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
」

で
は
、
よ
り
潤
い
の
あ
る
く
ら

蕊
毎月メニューがかわります
しくおエ坂とし
く ｡ いう勇、に
・楽しがシ石、

美
し
く

を
考
え
て
、
毎
月
、
奥
様
む
け

の
特
選
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
、
こ

れ
を
－
，
ス
カ
イ
マ
ダ
ム
Ｌ
と
実

に
ス
マ
ト
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
。

静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る

三
宮
、
元
町
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
帰
り
に
、
ミ
セ
ス
だ
け
の

気
楽
な
お
し
ゃ
べ
り
に
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で

待
ち
合
わ
せ
て
の
昼
食
に
栖
落

た
気
分
が
味
わ
え
る
と
い
う
も

の
。
石
坂
シ
ェ
フ
の
腕
を
ふ
る

っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ー
プ
、
季

節
を
生
か
し
た
ラ
ブ
リ
ー
な
奥

様
専
科
の
メ
ニ
ュ
ー
、
素
敵
な

心
く
ば
り
が
嬉
し
い
気
分
に
さ

せ
て
く
れ
る
。

奥
様
、
あ
な
た
も
い
か
が
で

す
か
。

、
誇
銅
騨
征
畔
、
皿
騎
慧
娠
サ
込
み
）

ロ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
伽
Ｆ

ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン

宵
３
３
１
．
８
１
１
１

ＳＰＥＣｌＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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i蕊i i義鍾i蕊
●オリジナルケーキが続々登場
広野敏男<罵譲丸瀧農力＞
第４回中部洋菓子技術コンテスト大会
に出品したデコレーションケーキが最優
秀賞を受賞して以来、マスコミの取材が
多い。幼い頃から甘党で手に職をつけた
いと思っていたことから、本高砂屋に入
社し､ ケーキ職人として腕を磨いてきた。
２７歳という若さながら1 1 年のキャリア
と洋菓子に賭ける情熱や夢を語る口調に
は自信のほどが伺える。

ＰＥＯＰＬＥ〈2 7 〉◎ＰＥＮ
③二つ茶屋岡本店
装いも新たにオープン
和菓子の“二つ茶屋”の岡

本店が、開店７年目を迎え、
９月3 0 日､ 改装オープンした。
ショーケースを両脇に置き

入口から店内が見通せるため
入りやすく、広い印象を受け
る。これまでのメニューに加
えて、フルーツものなどの喫
茶メニューも増えた。黒豆、
栗の渋皮煮、他お正月用生菓
子も豊富にあり、新しく五種
類の洋風クッキーも登場。若
い人にも気軽に入れる店を目
指してスタート。アルカリ性
カルシウムイオン水を使うな
ど、昔ながらの味の中にも新
しい感覚を取り入れている。

軍F E 毒季製患岬憩鈍哩＃高軸……群

、平山商会く記念品・贈答品＞
からロイヤルコペンハーケン
のタイピンを
記念品・贈答品でお馴染みの
平山商会より、ロイヤルコペン
ハーゲンのタイピソを１名様に
プレゼント。陶器製のブランド
商品で、お酒落人間には欠かせ
ないアクセサリー。
（ﾕ 5 , 0 0 0 円相当の品物です〕

鍵鶏議鍵鍵鍵鍵鋳鱗

ウ
ブ
フ
ァ
・
ラ
・
デ
ュ
バ
リ
ー
シ

ー
ズ
ン
サ
ラ
ダ
、
バ
バ
ロ
ア
ア
・

ラ
・
ク
レ
ー
ム
、
コ
ー
ヒ
ー
、
パ

ン
）
／
￥
５
０
０
０
（
税
金
・
サ

ー
ビ
ス
料
金
別
）

寄
せ
ち
り
鍋
コ
ー
ス
（
仕
出
し
、

小
鉢
物
、
刺
身
、
ち
り
鍋
、
ぞ
う

す
い
、
フ
ル
ー
ツ
）
／
￥
５
０
０

０
（
税
金
・
サ
ー
ビ
ス
料
金
別
）

各
種
ご
宴
会
、
獄
送
迎
会
、
同
窓

会
等
に
も
ご
利
用
下
さ
い
。

口
神
一
旦
巾
中
央
区
京
町
両
ｌ
１
神

栄
ピ
ル
官
３
２
１
１
１
４
５
５

年
中
無
休
、
駐
詣
顕
物
有
。

③
カ
ス
カ
ー
ド
が
、
マ
イ
プ
レ
ッ

ド
フ
ェ
ア
ー
を
実
施
中
（
皿
月
１

日
ｌ
辺
月
末
ま
で
有
効
）
知
円
以

上
お
買
い
上
げ
で
シ
ー
ル
が
１
枚

も
ら
え
ま
す
。
シ
ー
ル
を
加
枚
集

め
る
と
抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

撚蕊

１
１４７
１

蕊蕊議
鍵拷野鐘畿溺鰯

鍵繍Ｉ
Ｔ
ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ｓ

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
通
信
、

た
だ
今
、
号
が
発
行
中
で
す
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

映
画
・
プ
ッ
ク
ス
・
音
楽
・
ク
ッ

キ
ン
グ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

捗
鼎
が
一
杯
で
す
．
ち
な
み
に
、

ブ
ッ
ク
ス
部
門
の
、
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
、
の
第
１
位
は
、
第
四
の
核

（
上
・
下
）
／
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ

ォ
ー
サ
イ
ス
／
角
川
書
店
／
１
３

０
０
円
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
ラ
ン
ド
ゥ
プ
ラ

ン
よ
り
、
Ⅷ
忘
年
会
・
髄
新
髪
云

の
ご
案
内
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
コ
ー
ス
（
オ
ー

ド
ヴ
ル
パ
リ
エ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
、
フ
ィ
レ

ソ
ー
ル
・
ボ
ー
ヌ
・
フ
ァ
ム
、
レ

モ
ン
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、
フ
ィ
レ
ド

●モロゾフから
アーモンドケーキを
モロゾフより、アーモンドプ

ードル( アーモンドの粉) をふん
だんに使って、しっとりと焼き
上げたアーモンドケーキを、１０
名様にプレゼント。賞味期間は
１カ月。贈り物にも最適なモロ
ゾフのアーモンドケーキ、一度
食べたら忘れられない味です。

応
募
方
法
⑳
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

ｖ
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
廻
月
釦

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

闇

霞騨蝿
良鍵

…

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ
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日り者賞も庫

☆
谷
崎
文
学
の
ゆ
か
り
の
地
崎
潤
一
郎
の
阪
神
時
代
」
の
箸
け
る
芸
術
家
集
団
「
三
田
屋
」

時
細
雪
』
『
春
琴
抄
』
は
ど
蓋
挫
弛
砿
『
睦
恥
唖
姉
犀
需
“
》
鍔
岬
》
鐸
》
》
森
奉
蝉
岬
錆

神
戸
に
「
歌
碑
」
を
ノ
．

で
知
ら
れ
る
文
豪
、
谷
崎
潤
一
松
子
夫
人
を
招
い
て
除
幕
式
を

郎
。
そ
の
危
大
な
作
品
群
の
中
行
な
う
予
定
。

で
多
く
の
傑
作
を
生
み
だ
し
た
口
問
い
合
せ
先
市
居
嘉
雄
さ
ん
宅

の
は
、
御
影
、
岡
本
な
ど
の
神
帝
岬
極
雫
姉
瞳
獅
皿
Ⅱ
ｍ
４
１
０

歌
碑
を
、
と
神
戸
の
谷
崎
フ
ァ

「
谷
崎
潤
一
郎
展
」
と
来
年
の
た
個
人
や
団
体
の
功
績
を
た
視
聴
覚
を
通
し
て
五
感
を
も
満

生
誕
百
年
と
没
後
加
年
が
あ
い
ｌ
側
１
７
釣
た
え
る
、
兵
た
そ
う
と
、
こ
れ
ま
で
チ
エ
ン

戸
時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
☆
開
年
度
と
も
し
び
の
賞
決
定
質
の
高
い
三
田
肉
に
よ
っ
て

：
Ｉ

立
つ
や
か
す
み
の
菟
原
住
吉
」

使
っ
た
文
豪
自
筆
の
短
歌
「
故

を
刻
む
予
定
で
、
す
で
に
松
子

里
の
花
に
こ
こ
ろ
を
残
し
つ
つ

が
っ
て
い
る
。

ま
っ
て
、
神
戸
に
文
豪
の
記
念

皿
月
に
そ
ご
う
で
開
催
さ
れ
た
郷
土
文
化
の
向
上
に
尽
力
し
食
の
部
分
を
満
た
し
、
さ
ら
に

ン
た
ち
か
ら
熱
っ
ぽ
い
声
が
あ

記
念
碑
に
は
、
変
体
が
な
を

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

短歌の写しをもつ
市居さん

騒欝鰯
藤
園
丸
（
副
）
歌
人
／
石
倉
可
甫
（
悪
華
入
賞
作
品
展
示
会
場
の
北
野
・

道
家
／
芹
生
清
（
ｇ
画
家
／
細
田
直
俊
・
ハ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ

（
両
）
歌
人
／
宇
野
正
瑛
（
ｇ
郷
土
史
家
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
小
誌

／
佐
治
清
千
之
命
）
俳
人
・
彫
刻
家
／
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
企
画
で

藤原有さん妹尾太郎さん加藤拝星子さん

の
人
に
肩
の
凝
ら
な
い
形
で
、

手
づ
く
り
ハ
ム
、
三
田
青
磁

り
、
ｎ
月
９
日
本
の
伝
統
文
化
〃
能
″
を
紹

日
、
兵
庫
県
介
し
よ
う
と
、
本
格
的
な
能
舞

民
会
館
に
お
台
を
併
設
し
た
三
田
屋
本
店
の

い
て
、
表
彰
来
夏
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

並
び
に
贈
呈
☆
神
戸
の
写
真
界
に

県
の
「

し
び

」
の
受

が
決 び

の
ク
音
楽
を
演
奏
し
て
き
た
。
そ

の
受
賞
し
て
今
度
は
、
一
人
で
も
多
く

一

ま賞のと

☆
能
を
見
な
が
ら

建
部
恵
潤
（
鯛
）
自
然
保
謹
育
成
／
岡
田

荘
之
輔
（
両
）
方
言
郷
土
史
家
／
川
見
時

蔵
（
布
）
郷
土
史
家
／
西
尾
昭
（
号
音
楽

振
興
／
伊
藤
斗
史
（
私
）
俳
人
／
岡
本
稔

（
錨
）
郷
土
史
家
／
鴇
尾
文
化
漉
会
／
劇

団
椎
の
実

と
、
本
物
を
追
求
、
創
造
し
続

バ
ロ
を
復
元
、
店
内
で
バ
ロ
ッ

１
１４８
１

優
雅
に
三
田
ス
テ
ー
キ
をより高い理想を

と話す厨岡社長

睦
藤
園
丸
（
副
）
歌
人
／
石
倉
可
甫
（
悪
華
入
賞
作
品
展
示
会
場
の
北
野
・

醒
挙
道
家
／
芹
生
清
（
ｇ
画
家
／
細
田
直
俊
。
ハ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ

歌
居
（
両
）
歌
人
／
宇
野
正
瑛
（
”
）
郷
土
史
家
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
小
誌

短
市
／
佐
治
清
千
之
師
〉
俳
人
・
彫
刻
家
／
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
企
画
で

露

鵜
応
募
原
稿
予
想
の
二
倍
も

全
国
各
地
と
韓
国
か
ら

誕
生
日
あ
り
が
と
『
通
勤
二
十
周
年

記
念
冊
子
の
『
ば
ん
ざ
い
〃
筋
き
こ
こ

ろ
″
ｌ
ち
え
お
く
れ
の
人
と
錘
の
生
き

方
に
学
ぶ
』
の
原
穂
葬
築
は
、
本
年
五

月
か
ら
始
め
、
十
用
十
五
日
で
締
切
り

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
全
国

三
十
五
都
道
府
県
と
韓
国
か
ら
も
三
名

応
鎌
い
た
だ
き
、
わ
た
し
た
ち
の
予
想

の
二
倍
の
百
一
一
十
三
篇
も
の
玉
稿
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
応
募
の
た
め
に
、
捷
護
準
校
の

見
学
や
製
抑
さ
ん
と
一
百
間
も
話
し
合

っ
た
と
か
、
今
回
の
募
築
テ
ー
マ
に
ひ

か
れ
て
一
皮
断
念
し
た
が
、
再
び
ペ
ロ

を
と
り
応
弊
し
た
と
か
、
沓
き
な
が
ら

苦
し
か
勺
た
過
去
を
思
い
出
し
泣
き
、

そ
し
て
ま
た
悪
ぴ
な
が
ら
杏
い
た
と

か
、
さ
ら
に
原
秘
と
い
っ
し
ょ
に
多
額

の
現
金
や
古
切
手
も
同
封
さ
れ
て
き
ま

し
た
。応

募
者
は
、
穀
…
四
十
名
、
施
設
職

員
…
二
十
七
名
、
教
員
…
二
十
三
名
、

主
踊
…
十
二
名
、
そ
の
他
…
・
西
十
一
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
た
く
さ
ん
の
応
弊
原
稿

が
い
た
だ
け
た
の
は
、
こ
の
二
．
呼
周
年

行
事
の
後
援
団
体
が
、
そ
の
擬
関
誌
で

の
積
極
的
な
広
報
と
、
原
稿
募
築
喚
頂

を
、
各
地
の
親
の
会
の
大
会
や
義
謹
学

校
と
施
設
さ
ら
に
本
運
動
地
域
社
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
友
の
会
で
の
鞘
力
的
な

配
布
に
よ
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
尽
力
に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

現
在
は
、
こ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
も
と
に
、
り
っ
ぱ
な
冊
子
め
ざ
し
て

糊
錐
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

挺
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

湖
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
前

哲
三
五
一
－
八
・
六
一
内
線
三
基
ハ
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マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
田
舎
町
。
こ

の
地
で
晩
年
を
過
ご
し
た
ノ
ー
マ
ン
・

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
ア
メ
リ
カ
で
最
も
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
画
家
と
し
て
、
多
く
の
若

者
の
熱
い
支
持
を
受
け
た
。
同
じ
く
日

本
の
若
者
に
影
響
を
与
え
る
。
神
戸
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
宇
津
誠
二
氏
も
そ
の
一

人
。
単
身
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
旅
し

た
宇
律
氏
の
熱
く
し
な
や
か
な
精
神
の

軌
跡
が
同
書
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
三
○

○
○
円
元
町
海
文
堂
で
発
売
中
）

篭
騨

繍
蕊
唾

自
分
の
一
生
は
木
彫
技
術
と
伝
播
に

あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
著
者
が
、
木
彫

ば
か
り
の
本
を
出
版
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
出
版
社
を
創
立
。

〃
干
支
シ
リ
ー
ズ
、
牛
を
彫
る
〃
と
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
の
付
い
た
本
書
が
創
刊
号

で
あ
る
。
実
物
大
の
参
考
図
案
も
付
け

わ
か
り
や
す
く
木
彫
を
説
明
し
て
あ
る

木
彫
入
門
に
は
も
っ
て
こ
い
の
本
。

（
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
出
版
社
二
千
円
）

蝋
簿

ほ
と
ん
ど
誰
も
研
究
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
福
祉
制
度
に
深
く
メ
ス
を
入
れ

常
に
変
化
を
続
け
る
社
会
構
造
と
の
関

連
性
よ
り
社
会
福
祉
制
度
を
考
察
し
て

お
り
、
老
人
福
祉
設
備
の
あ
り
方
、
運

営
法
、
さ
ら
に
は
法
律
的
見
地
よ
り
そ

の
存
在
を
解
説
す
る
。

（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
￥
２
０
０
０
）

１
１４９
１

ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
は
ア
メ
リ
カ
。

年
四
回
、
神
戸
の
四
季
を
テ
，
．
シ
シ
罰
ン
・
マ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ど
る
、
コ
ウ
ベ
グ
リ
ー
ン
エ
キ

マ
に
し
た
新
作
を
公
募
。
今
回
ン
の
２
部
門
に
分
れ
て
お
り
、
ス
ポ
稲
（
帥
年
７
月
即
日
：
皿

が
そ
の
第
》
回
と
な
る
。
８
月
”
日
の
第
》
次
審
在
（
デ
月
４
日
〉
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

当
夜
は
推
薦
を
は
じ
め
入
選
ザ
イ
ン
審
査
）
で
選
ば
れ
た
、

佳
作
各
賞
入
賞
者
と
審
査
委
員
鉛
名
の
最
終
候
補
作
品
の
中
で

の
堀
内
初
太
郎
、
緒
方
し
げ
を
競
わ
れ
た
。
栄
え
あ
る
フ
ァ
ッ

審査員と入賞者のみなさん
パールギャラリーニ集った

１１|熱識鐘
ホールいっぱい
いね／

若々しい歌声が
に覚えて< ださ

発
表
が

１１１０
，ノ」
叩２６

受賞作品と首藤さん

戸
国

会
誌

メ
イ

ホ
，
・

で
行
なルン場際神

シ
ャ
ン
ソ
ン
で
す
よ
」
と
緒
方
気
を
出
し
、
刺
子
を
ほ
ど
こ
し
子
供
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い

先
生
。
写
真
界
に
新
風
を
、
と
た
和
服
風
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
賞
「
昔
は
大
人
が
子
供
に
玩
具
を

い
う
意
気
込
み
に
燃
え
る
集
い
に
輝
い
た
。
作
っ
て
与
え
る
中
で
コ
ミ
ニ
ニ

無
一
撫
瀧
撫
鍵
鍵
譲
一
獅
一
撫
織
》

新
聞
社
〉
の
最
終
公
開
審
査
が
柔
軟
な
感
覚
と
熱
心
さ
が
、
さ
ん
（
妃
）
今
井
聡
さ
ん
（
犯
）

ｍ
月
評
日
田
崎
ホ
ー
ル
で
開
か
技
術
的
に
裏
付
け
さ
れ
た
首
藤
ら
、
三
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
‐
が
次

れ
、
各
賞
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
コ
ウ
ベ
々
と
木
の
玩
具
を
生
み
出
し
て

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ハ
イ
フ
ァ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
エ
い
る
。
〃
組
み
木
の
動
物
た
ち
〃

§
準
》
畔
瀞
》
》
癖
》
》
》
綜
操
》
唾
掃
恥
椎
恥
錨
畢
確
》
樗
確
郡
砕
泡
謹
》
粋
毒
睡
坤
痔
函

鍵
表彰された近衛氏
と大賞作品

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
決
定
子
供
と
の
三
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

緑
と
彫
刻
の
街
、
神
戸
を
彩
ン
の
回
復
を
計
る
だ
け
で
な

者
に
影
響
を
与
え
る
。
神
戸
の

ナ
ー
字
津
誠
二
氏
も
そ
の
当

身
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
旅
し

氏
の
熱
く
し
な
や
か
な
精
神
の

同
沓
に
描
か
れ
て
い
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
二
○

元
町
海
文
堂
で
発
売
中
）

老
人
福
祉
設
備
の
あ
り
方
、

協
議
会
￥
２
０
０
０
）

爵

蕊鰯駕響溺
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さん
リーにて）

蝿
撫
》
糊
蛎
総
潮
聯
酎
ぷ
緋
か
く
自
分
の
手
で
扇
を

☆
熱
く
踊
り
明
か
そ
う

開
け
て
み
る
こ
と
。

海
外
旅
行
者
向
け
格
安
チ
ヶ
唖
繍
騒
難
鑑
鯛
姦
牲
梱
汗

く
、
大
人
自
身
が
子
供
の
世
界
と
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
の
企
画

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
者
、
川
崎
喜
孝
氏
は
自
信
た
つ

ツ
ト
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
を
プ
ナ
ッ
チ
曾
叩
２
４
２
１
２
１
０
６

企
画
し
て
い
る
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー
☆
能
力
開
発
の
サ
ー
ク
ル

ジ
ェ
ン
ト
㈱
ト
ッ
プ
ナ
ッ
チ
が
「
兵
庫
情
勢
判
断
学
会
」

な
ん
と
デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ
を
能
力
開
発
学
の
研
究
・
実
践

濡
奉

花
／

悔
剛
何
か
が
待
均
う
け
で
誤
ず
。
﹈

司会ジーン

例会に勢揃いした会員
二員家やる｜【
堂が、圭経土

堂

１
１５０
１

属
＠
国
邑
弔
○
ｍ
竃

★
朝
日
放
送
会
長
の
原
清
氏
が
、
’
一
・
一

月
一
一
首
に
大
阪
文
化
賞
を
、
ピ
ァ
コ
ー
ス

ト
の
横
井
和
子
さ
ん
が
大
阪
文
化
芸
術

蛍
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

★
須
田
勉
太
両
伯
の
一
●
私
の
愛
驚
饗

一
●
私
の
造
型
一
出
版
を
祝
う
会
が
（
十
一

月
二
十
七
伝
午
後
四
時
三
○
分
よ
り
大

阪
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
す
。

★
日
本
近
代
洋
服
発
祥
の
地
顕
彰
碑
建

立
手
周
年
記
念
祭
（
渡
辺
利
雄
建
立
実

行
委
員
長
／
岡
重
道
理
事
長
〉
が
、
十

雫
月
十
一
甘
午
前
十
時
三
○
分
よ
り
束

遊
園
地
で
、
清
水
俊
雄
三
宮
神
社
宮
司

に
よ
り
神
事
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
．
・
の
佐
々
木
侃
司

さ
ん
は
、
サ
ン
・
ト
リ
・
‘
・
デ
ザ
イ
ン
室

嘱
託
を
九
月
で
退
歌
、
火
阪
芸
大
一
・
本

に
し
ぼ
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
川
西

市
大
和
閥
４
丁
目
測
ノ
皿
官
０
７
２
７

（
罪
）
１
０
７
５

★
ジ
ョ
ン
・
ス
ワ
イ
ヤ
・
エ
ン
ド
・
ザ

ン
ズ
（
ジ
ャ
パ
ン
）
リ
ミ
テ
ッ
ド
神
戸

支
店
の
関
川
成
男
支
店
長
が
、
東
京
本

社
人
事
部
長
に
九
月
よ
り
栄
転
さ
れ
新

支
店
長
に
は
阿
川
四
郎
さ
ん
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

☆
十
辛
月
二
十
四
日
セ
ン
タ
；
街
二
丁

目
の
ア
ー
ケ
ー
ド
カ
ラ
ー
舗
装
世
事

（
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
二
》
・
目
商
店
街
振

興
組
合
藤
田
明
理
事
長
）
が
完
成
し
、

そ
の
竣
工
式
典
が
牛
前
十
時
三
○
分
よ

り
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
又
、
十
星
月

二
日
（
日
）
は
〃
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ

チ
ー
ム
〃
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た

☆
タ
イ
ガ
ー
ス
戦
の
実
況
放
送
で
お
な

じ
み
の
西
深
輝
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
〃
ア

ナ
ウ
ン
ス
生
活
鋤
周
年
記
念
を
祝
う

会
“
が
、
十
一
月
三
十
日
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
大
寒
芸
場
で
開
か
れ
ま
す
。

会
費
は
や
万
円
。

★
長
唄
「
清
韻
会
」
が
明
石
商
工
会
議

所
ホ
‐
ル
で
十
一
』
月
一
千
日
雄
後
６
時

に
。
ま
た
大
阪
国
立
文
楽
小
劇
場
で
十

二
〃
二
十
一
日
に
開
か
れ
る
。
三
弦
／

松
永
和
佐
治
郎
唄
／
松
永
和
庄
治
他
。

曲
目
は
「
う
つ
ぼ
猿
」
「
丞
喫
子
」
「
松

の
翁
」
『
蜘
妹
拍
子
舞
」
各
二
千
円

★
お
わ
び
嘉
睦
、
月
号
〃
伽
羅
プ
ラ

ン
ー
ー
ン
グ
“
の
い
ん
た
び
ゅ
う
の
中
で

〃
お
色
直
し
″
の
若
附
は
〃
チ
ヅ
ル
美

容
窪
〃
の
浜
谷
千
樹
先
生
の
作
品
で
あ

る
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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三
平
の

韓
戸
お
む
し
ろ
風
俗
詔
そ
の
３

騨
惑
職

神
戸
に
出
る
と
、
海
を
見
た
く
な
る
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、
須

磨
浦
へ
と
、
足
を
伸
ば
せ
ば
い
い
。
こ
れ
が
、
神
戸
の
あ
り
が
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

万
葉
の
山
部
赤
人
こ
の
か
た
、
在
原
行
平
、
源
兼
昌
、
松
尾
芭

蕉
、
与
謝
蕪
村
、
島
崎
藤
村
、
正
岡
子
規
、
長
塚
節
、
モ
ラ
ェ

ス
、
尾
崎
放
哉
、
山
本
周
五
郎
：
…
・
と
、
幾
多
の
文
人
墨
客
が
．

そ
の
風
光
を
賞
で
、
あ
る
い
は
、
哀
傷
の
想
い
を
残
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

実
在
の
主
人
公
で
は
な
い
が
、
光
源
氏
も
ま
た
、
都
に
居
づ
ら

く
な
っ
た
事
情
か
ら
、
こ
の
地
に
柁
び
住
ま
い
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

「
須
磨
に
は
、
い
と
ど
心
づ
く
し
の
秋
風
に
、
海
は
す
こ
し
遠

け
れ
ど
、
行
平
の
中
納
言
の
、
「
関
吹
き
越
ゆ
る
」
と
言
ひ
け

む
浦
波
、
よ
る
よ
る
は
、
げ
に
い
と
近
う
問
え
て
、
ま
た
な
く

あ
は
れ
な
る
も
の
健
か
洩
る
所
の
秋
な
り
け
り
。
」
．

が
、
須
磨
に
は
海
が
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
か
っ
て
は
七
堂
伽

藍
を
誇
り
、
開
創
千
百
年
祭
を
二
年
後
に
控
え
た
古
剃
・
須
磨
寺

ｌ
正
し
く
は
真
言
宗
須
磨
寺
派
総
本
山
・
福
祥
寺
が
、
「
お
大

師
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
平
家
の
菩
提
寺
で

も
あ
り
、
敦
盛
の
形
見
・
青
葉
の
笛
、
弁
慶
の
吊
り
鐘
、
源
平
の

庭
、
い
く
つ
も
の
句
碑
、
そ
し
て
今
に
伝
わ
る
一
絃
琴
で
も
知
ら

れ
た
、
新
西
国
一
一
四
番
の
お
札
所
で
あ
る
。

轄蕊鍵

ア

鶴聯

☆

琴
に
惹
か
れ
て

須
磨
詣
で

つ
ま
り
、
賑
々
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
コ
ー
ベ
を
一
歩
離

れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
古
代
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
た

だ
し
、
月
ご
と
の
二
十
・
一
一
十
一
日
は
、
山
陽
電
鉄
。
須
磨
寺
駅

か
ら
山
門
ま
で
、
数
百
メ
ー
ト
ル
も
に
わ
た
っ
て
、
縁
日
が
ず
ら

り
と
軒
を
な
ら
べ
、
善
男
善
女
は
引
き
も
き
ら
ず
の
賑
わ
い
と
な

る
。
そ
の
と
き
ば
か
り
は
、
お
大
師
・
空
海
も
ビ
ッ
ク
リ
の
、
観

光
地
と
な
る
わ
け
だ
。

十
月
も
末
の
あ
る
晴
れ
た
日
に
、
私
は
、
そ
の
人
波
に
ま
ぎ
れ

い
ま
よ
う

込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
今
生
様
」
の
風
俗
を
生
き
る
宿
命

と
言
う
べ
き
か
…
・
・
・
。
が
、
平
素
は
夜
の
三
宮
あ
た
り
を
飲
み
歩

く
私
に
と
っ
て
は
、
い
く
ぶ
ん
新
鮮
で
も
あ
っ
た
。
お
爺
さ
ん
が

少
し
、
大
部
分
は
お
婆
さ
ん
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

当
然
、
こ
こ
の
縁
日
で
は
、
オ
モ
チ
ャ
な
ん
か
あ
ま
り
置
い
て

な
い
。
一
’
二
軒
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
魚
の
干
物
・
女
の
下

着
・
靴
下
。
足
袋
ツ
ク
ス
は
て
は
線
香
・
ろ
う
そ
く
と
、
生
活

の
臭
い
が
漂
っ
て
い
る
。

ほ
ん
と
は
足
袋
ツ
ク
ス
が
ほ
し
か
っ
た
の
だ
が
、
サ
イ
ズ
の
表

示
も
な
く
、
自
分
の
サ
イ
ズ
も
知
ら
な
い
の
で
断
念
し
、
な
ぜ
か

し
し
や
も

代
り
に
、
目
刺
し
と
柳
葉
魚
を
買
う
こ
と
に
し
た
。
市
価
よ
り

は
、
何
割
か
安
い
。

そ
の
う
ち
、
め
ず
ら
し
く
お
な
か
が
す
い
て
き
て
、
い
さ
さ
か

さ寂
び
た
る
趣
き
の
寿
司
屋
「
寿
し
竹
食
堂
」
に
入
る
と
、
一
一
階
の

１
１５２
１小関三平

るぽらいた一

< 神戸女学院大学教授〉
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鳥鐸

こ
う
し
て
、
さ
ら
に
ぶ
ら
ぷ
ら
歩
い
て
、
よ
う
や
く
山
門
に
た

は
ぜ

ど
り
着
く
。
右
は
大
池
、
正
面
は
上
野
山
、
ち
ら
ほ
ら
と
黄
櫨
が

く
れ
な
い

紅
に
燃
え
立
ち
、
た
ち
ま
ち
目
刺
し
や
鰻
頭
の
こ
と
は
忘
れ
、

い
さ
さ
か
の
詩
情
と
感
傷
を
お
ぼ
え
て
し
ま
う
。

あ

「
上
野
と
お
ぼ
し
き
所
は
、
麦
の
穂
浪
あ
か
ら
み
あ
へ
て
、
漁

主人
の
軒
ち
か
き
芥
子
の
花
の
た
へ
だ
へ
に
見
渡
さ
る
」

芭
蕉
が
こ
う
書
い
た
面
影
は
な
い
が
、
万
葉
人
が
見
た
そ
の
ま

ま
の
山
の
姿
を
借
景
し
て
、
つ
い
先
頃
、
四
百
年
ぶ
り
に
再
建
さ

れ
た
朱
塗
り
の
三
重
の
塔
が
、
樹
々
に
囲
ま
れ
て
そ
び
え
立
つ
。

山
門
は
や
や
小
振
り
で
、
参
詣
客
も
あ
ま
り
注
意
せ
ず
に
通
り

過
ぎ
る
が
、
左
右
の
仁
王
像
は
、
実
は
運
慶
・
湛
慶
の
作
と
伝
え

ら
れ
る
。
格
子
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
見
づ
ら
く
、
ま
た
、
彩
色
の
剥

落
は
や
む
を
え
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
朽
ち
て
い
る
の
は
、
い

さ
さ
か
惜
し
い
が
、
ま
あ
、
鎌
倉
以
来
の
風
雪
に
耐
え
て
き
た
の

だ
か
ら
、
や
む
を
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
。

左
の
小
さ
な
池
の
ほ
と
り
に
は
、
山
本
周
五
郎
の
デ
ビ
ュ
ー
作

い
し
左
み

『
須
磨
寺
附
近
」
の
一
節
を
刻
ん
だ
、
碑
が
あ
る
。

若
き
周
五
郎
の
モ
デ
ル
小
説
で
あ
る
。
主
人
公
の
清
三
は
、
ほ

の
か
に
思
い
を
寄
せ
る
友
人
の
娘
。
康
子
に
、
「
あ
な
た
、
生
き

て
い
る
目
的
が
分
り
ま
す
か
」
と
、
だ
し
ぬ
け
に
問
わ
れ
て
、
う

ろ
た
え
顔
が
熱
く
躍
る
ｌ
碑
文
は
そ
の
一
節
で
あ
る
。

桜
並
木
を
す
ぎ
て
石
段
を
上
る
と
、
た
な
び
く
香
煙
に
包
ま
れ

て
、
読
経
の
声
が
ひ
び
い
て
き
た
。
六
百
余
年
ま
え
に
つ
く
ら
れ

た
内
陣
（
重
文
）
を
持
つ
本
堂
に
は
、
十
一
面
の
聖
観
世
音
菩
薩

が
鎮
坐
し
て
い
る
ら
し
い
。

なかなか良さそうな靴下。え－つとサイズは…( 左）これが須磨琴鰯頭か( 中上）有名な須磨霊泉なり( 中下）霊現あらたか( ？）私には力が宿っているのだ( 右）

鑑
》
織
鱗
雫
蝉
癖
鋳
露
蝿

１

５３
１

占
ぼ
け
た
和
室
に
案
内
さ
れ
た
。
丸
テ
ー
ブ
ル
の
ど
れ
も
が
、
老

女
た
ち
に
占
領
さ
れ
て
い
て
、
話
の
種
は
、
ど
う
や
ら
、
子
ど
も

・
嫁
・
お
墓
の
こ
と
ら
し
い
。

寿
測
屋
を
出
て
半
丁
も
過
ぎ
る
と
、
今
度
は
、
な
ん
だ
か
由
緒

あ
り
げ
な
菓
子
屋
『
大
師
餅
』
が
、
目
に
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
戦

前
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
と
か
い
う
銘
菓
「
須
磨
琴
」
を
求

め
、
壁
に
目
を
や
る
と
、
「
明
治
三
十
五
年
創
業
」
と
あ
っ
た
。

須
磨
琴
と
は
、
優
雅
な
名
前
で
あ
る
。
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こ
の
寺
に
は
蕪
村
・
子
規
そ
の
他
の
句
碑
が
あ
る
が
、
放
哉
の

が
い
ち
ば
ん
目
立
つ
と
こ
ろ
ｌ
大
師
堂
右
下
に
あ
り
、
ま
た
、

お
も
し
ろ
い
。

こ
ん
な
よ
い
月
を
ひ
と
り
で
見
て
寝
る

井
泉
水
の
筆
で
、
右
上
か
ら
左
下
へ
、
ぐ
る
り
と
弧
を
描
い
て

書
か
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
句
碑
は
、
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
型
や

ぶ
り
の
放
浪
詩
人
も
、
草
葉
の
か
げ
で
よ
ろ
こ
ん
で
る
だ
ろ
う
。

銅
貨
ば
か
り
数
え
て
夕
べ
事
足
り
て
ゐ
る

ゆ
ぎ
よ
う

す
べ
て
を
捨
て
て
遊
行
。
漂
泊
の
道
を
選
ん
だ
彼
は
、
小
豆
島

に
渡
る
直
前
の
九
ケ
月
間
、
こ
こ
の
大
師
堂
の
堂
守
り
を
し
て
い

た
と
い
う
。
旅
す
が
ら
立
寄
っ
た
だ
け
の
文
人
た
ち
と
は
ち
が
っ

回
向
の
読
経
は
、
寺
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
、
参
詣
客
の
表

に
ゆ
う
じ
ょ
う

情
は
、
真
熱
そ
の
も
の
で
あ
る
。
今
年
は
、
空
海
入
定
千
百
五

十
年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
信
心
深
い
人
た
ち
の
思
い
は
、

ま
た
格
別
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
名
を
記
し
て
も
ら
っ

と
う
ば

た
経
木
を
手
に
し
て
い
る
．
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
水

を
か
け
、
あ
る
い
は
水
に
浸
す
。

水
子
供
養
の
人
た
ち
も
多
い
。
こ
れ
も
御
時
世
で
あ
ろ
う
。
現

代
風
俗
の
先
端
を
生
き
る
、
ナ
ウ
い
ヤ
ン
グ
・
レ
デ
ィ
と
い
え
ど

も
、
生
ん
で
や
れ
な
か
っ
た
水
子
の
霊
を
と
む
ら
う
と
き
に
は
、

仏
の
慈
悲
に
す
が
る
敬
虐
さ
が
、
心
に
よ
み
が
え
る
の
だ
ろ
う
。

て
、
こ
の
寺
と
の
緑
は
、
と
り
わ
け
深
い
。

も
ち
ろ
ん
、
首
塚
と
愛
用
の
笛
が
こ
の
寺
に
あ
る
敦
盛
は
、
も

っ
と
縁
が
深
い
が
、
い
ま
の
高
二
ぐ
ら
い
の
少
年
だ
っ
た
こ
の
貴

公
子
の
武
者
姿
は
、
宝
物
館
の
木
彫
坐
像
と
、
須
磨
浦
の
渚
を
模

し
た
「
源
平
の
庭
」
の
銅
製
騎
乗
像
を
眺
め
て
、
想
像
す
る
ほ
か

な
い
。
彼
と
直
実
の
挿
話
が
、
あ
ら
た
め
て
胸
を
打
つ
。

落
慶
間
も
な
い
三
重
の
塔
は
ピ
カ
ピ
カ
で
、
ま
だ
、
な
ん
と
な

く
有
難
味
に
欠
け
そ
う
に
も
み
え
る
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
古
び

た
仏
像
だ
っ
て
、
昔
は
金
箔
の
光
り
を
放
ち
、
そ
れ
が
ま
た
、
神

秘
・
荘
厳
の
感
を
与
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
そ
の
周
り
に
め
ぐ
ら
し
た
、
「
四
国
八
十

八
ヶ
所
お
砂
踏
み
霊
場
」
と
い
う
も
の
で
、
各
寺
の
本
尊
を
模
し

た
小
さ
な
石
仏
が
な
ら
び
、
足
も
と
に
は
小
さ
な
四
角
い
ガ
ラ
ス

板
が
は
め
こ
ま
れ
、
そ
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
地
の
砂
が
入
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
を
一
巡
す
れ
ば
、
四
国
遍
路
の
代
理
体

験
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
、
い
か
に
も
日
本
的
な
「
も
ど
き
」
と

「
縮
み
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
の
だ
。

お
そ
ら
く
は
、
仏
教
の
「
現
代
化
」
と
各
寺
の
経
済
的
維
持
と

い
う
、
む
ず
か
し
い
課
題
に
取
り
組
む
、
寺
務
所
の
苦
心
の
策
だ

ろ
う
。
参
詣
客
に
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
よ
う
と
い
う
工
夫
は
、
墓

地
の
向
い
の
「
六
地
蔵
」
と
「
シ
ベ
リ
ア
満
蒙
戦
没
者
慰
霊
塔
」

に
も
、
う
か
が
わ
れ
、
饗
の
河
原
の
石
を
積
む
と
音
が
鳴
っ
た

金色に輝く三重塔、今睦る（上）お大師さんに集う善男
善女( 中）「こんなよい月をひとりで見て寝る」放哉( 下）
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１
１５５
１

冒鼎Ｐ

実
は
、
名
物
管
長
。
小
池
義
人
大
僧
正
が
、
隅
に
置
け
な
い
ア

イ
デ
ィ
ア
。
マ
ン
な
の
ら
し
い
。
現
に
、
三
重
の
塔
落
慶
法
要
で

は
、
大
胆
。
奇
抜
な
演
出
で
、
世
間
を
お
ど
ろ
か
せ
た
。
九
輪
に

大
き
な
蓮
の
花
を
飾
っ
て
バ
ツ
と
開
か
せ
た
り
、
百
人
の
一
絃
琴

と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
大
合
奏
と
か
、
レ
オ
タ
ー
ド
姿
の
女
人
た

ち
の
ヨ
ー
ガ
体
操
ま
で
、
シ
ョ
ウ
・
ア
ッ
プ
し
て
み
せ
た
の
で
あ

る
／
、が

、
こ
の
ナ
ウ
く
て
気
さ
く
な
高
僧
は
、
永
ら
く
埋
れ
て
い
た

一
絃
琴
の
復
活
・
保
存
に
心
砕
き
、
伝
統
文
化
財
の
た
め
に
、
奥

さ
ん
と
も
ど
も
、
地
味
な
活
動
の
先
端
に
立
っ
て
こ
ら
れ
た
。
演

奏
歴
一
一
十
年
の
美
代
子
令
夫
人
は
、
二
百
五
十
人
を
数
え
る
保
存

会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
毎
日
、
後
進
の
指
導
に
余
念
が
な
い
。

ま
さ
に
「
琵
惹
相
和
す
」
理
想
の
「
お
し
ど
り
」
コ
ン
ビ
と
お
見

受
け
し
た
。

御
夫
妻
の
御
好
意
で
、
寺
務
所
の
奥
座
敷
で
、
庭
を
背
に
夫
人

が
つ
ま
び
か
れ
る
優
雅
な
須
磨
琴
を
、
拝
聴
で
き
る
光
栄
に
浴
し

た
私
は
、
嫡
々
と
し
て
ど
こ
か
艶
な
る
、
か
そ
け
き
琴
の
音
に
、

王
朝
の
雅
ぴ
を
想
い
、
心
が
洗
わ
れ
る
こ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
。

改
良
さ
れ
た
現
代
の
一
絃
琴
は
、
音
が
大
き
く
、
華
や
ぎ
を
増

し
た
と
か
。
そ
し
て
、
管
長
は
、
こ
こ
で
も
「
時
代
に
マ
ッ
チ
す

る
」
こ
と
が
大
切
と
し
て
、
お
二
人
合
作
で
、
多
く
の
新
曲
を
世

に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
た
。

「
い
に
し
え
」
と
「
い
ま
」
が
、
須
磨
の
一
絃
の
琴
糸
に
結
ば

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

り
、
仔
熊
の
頭
を
な
で
る
と
一
絃
琴
合
奏
の
「
異
国
の
丘
」
が
、

聞
こ
え
た
り
す
る
。

☆
メ
モ

須
磨
寺
へ
は
、
山
陽
・
阪
急
・
阪
神
「
す
ま
で
ら
」
駅
よ
り
北
へ
５
分

市
バ
ス
「
天
神
下
」
よ
り
北
へ
、
分
／
国
鉄
「
蕊
瞳
駅
よ
り
北
へ
通
分

須
磨
琴
（
一
絃
琴
）
は
予
約
す
れ
ば
、
放
奏
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る

希
望
者
は
麓
０
７
８
．
７
３
１
１
０
４
１
６
に
お
申
込
み
下
さ
い

寿
し
竹
０
７
８
面
１
１
０
０
５

大
師
餅
０
７
８
油
１
０
１
６
８

須磨寺にこの人あり、アイデアマン小池管長（左）仲睦じい小池夫妻（中上）いにしえの雰囲気漂う、一絃琴の音色（中下）平敦盛像（右）
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阿融 1

無調詩

エクセレント
神戸２５０円

繍識樵
f r O m T h e K o b e C C O T r a v e l C o r n e rt ａｌｋａｎｄｔａｌｋ

１
１５６
１

い
ま
せ
。
八
丸
木
明
子
Ｖ

★
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
ア
タ
イ
ム
・
イ
ン

ア
メ
リ
カ
を
見
た
。
３
時
間
半
の
大
作

で
あ
り
な
が
ら
、
時
間
が
気
に
な
ら
な

い
映
画
で
あ
っ
た
。
最
後
の
方
は
、
か

な
り
唐
突
な
、
強
引
な
展
洲
と
も
感
じ

ら
れ
た
が
、
全
編
を
、
あ
く
ま
で
ス
ロ

ー
な
テ
ン
胡
で
押
し
、
バ
イ
オ
レ
ン
ス

部
分
も
、
極
め
て
冷
瀞
な
視
点
で
描
か

れ
て
い
た
た
め
か
、
映
画
の
流
れ
に
浸

る
こ
と
が
で
き
た
。

た
と
え
そ
れ
が
野
認
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
夢
を
持
っ
た
人
間
た
ち
の
活
力

が
、
時
代
を
作
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ

た
。
／
夢
多
き
人
の
街
・
神
戸
よ
り
Ｓ

十
円
と
い
う
手
頃
な
お
仙
段
の
小
冊
子

の
中
に
、
神
戸
の
梢
報
が
ぎ
っ
し
り
。

神
戸
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
の
上
、
詳
し
い
地
図
も

戦
っ
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
お

伴
に
い
か
が
で
す
か
。
お
求
め
は
、
市

内
各
笹
店
に
て
ど
う
ぞ
。

※
、
名
様
に
エ
ク
セ
レ
ン
ト
神
戸
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
中
央
区
東
町
、
１
１
大
神

ビ
ル
９
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
エ
ク
セ
レ
ン

ト
係
へ
葉
書
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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ラ
ー
、
手
袋
、
毛
糸
の
タ
イ
ツ
と
、
年

中
カ
ゼ
ひ
き
の
私
、
も
う
真
冬
の
装
束

で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
カ
ゼ
も
ひ
い

て
お
り
ま
す
。
特
様
も
ど
う
ぞ
お
体
を

大
切
に
／
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｙ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ａ
岩
木
順
子
Ｖ

☆
紅
葉
が
と
っ
て
も
美
し
い
で
す

神
戸
っ
子
血
獅
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

〃
君
よ
、
神
戸
に
、
恋
〃

神
戸
の
街
、
人
が
、
い
つ
も
私
の
心

を
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〃
神
戸
〃
と
思
う
だ
け
で
、
人
恋
し
く

な
っ
て
参
り
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目

で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
下
さ

チュー太郎の会にて

礎灘

ケルン・ドーム前のチョーク絵

フ
ァ
ド
の
調
べ
に
酔
う
リ
ス
ボ
ン
、

悩
熱
の
都
マ
ド
リ
ッ
ド
。
白
い
町
、
鄭

郷
の
世
界
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
、
そ
し
て
パ

リ
へ
と
巡
る
個
性
仰
ぐ
旅
。

期
日
哩
月
酌
日

費
用
￥
４
２
８
，
０
０
０

行
路
大
阪
・
名
古
屋
・
帝
牽
凧
ｌ
パ
リ

リ
ス
ボ
ン
ー
マ
ド
リ
ッ
ド
ー
カ
サ
プ
ラ

ン
カ
ー
ラ
パ
ト
ー
パ
リ

宿
泊
ホ
テ
ル
リ
ス
ポ
ン
／
シ
ュ
ラ
ト

ン
、
マ
ド
リ
ッ
ド
／
パ
レ
ス
、
カ
サ
プ

ラ
ン
カ
／
エ
ル
・
モ
ン
ソ
ー
ル
、
パ
リ

ル
・
グ
ラ
ン

お
問
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は
日
本
通
運

㈱
神
戸
旅
行
営
業
所
宵
（
２
５
２
）
Ｉ

１
１
１

☆
魅
惑
の
ギ
リ
シ
ャ
・
エ
ー
ゲ
海
と
ベ

ル
サ
イ
ユ
・
パ
リ
９
日

紺
碧
の
ヱ
ー
ゲ
海
を
眼
下
に
、
ア
ク

ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
建
つ
パ
ル
テ
ノ
ン
神

殿
は
、
朝
に
夕
に
陽
光
を
浴
び
て
幻
想

的
な
容
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

期
日
理
月
３
．
，
．
噸
・
町
日

饗
用
￥
３
７
８
，
０
０
０

行
路
成
田
ｌ
ア
テ
ネ
ー
ベ
ル
サ
イ
ュ
ー

パ
リ
※
先
着
焔
組
様
ま
で
孫
菜

お
問
合
わ
せ
、
お
申
込
み
は
郵
船
航
空

サ
ー
ビ
ス
㈱
肯
（
２
５
１
）
３
６
５
１

☆
チ
ロ
ル
・
ウ
ィ
ー
ン
と
パ
リ
、
白
鳥

城
と
ラ
イ
ン
河
下
り
加
日
間

音
楽
の
都
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
や
ウ

パルテノン宮殿

イ
ー
ン
の
町
に
は
脊
梁
家
の
メ
モ
リ
ア

ル
が
た
く
さ
ん
。
歴
史
と
伝
説
に
彩
ら

れ
た
地
を
訪
ね
る
、
日
間
。

期
日
哩
月
、
．
”
・
型
日

費
用
￥
５
７
１
，
０
０
０

行
路
大
阪
Ｉ
ウ
ィ
ー
ン
ー
ザ
ル
ッ
プ
ル

グ
ー
フ
ニ
プ
セ
ン
ー
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ

ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ー
パ
リ

※
パ
リ
で
は
、
洗
練
さ
れ
た
レ
ビ
ュ
ー

と
デ
ィ
ナ
ー
を
セ
ッ
ト
し
た
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ァ
ー
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は
セ
ン
ト
ラ

ル
ツ
ア
ー
ズ
商
（
３
９
２
）
２
０
０
８

☆
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
望
郷
の

カ
サ
プ
ラ
ン
カ
把
日
間

★
懐
し
い
神
戸
っ
子
の
皆
様
〃
お
元
気

で
お
過
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

デ
ッ
カ
イ
港
や
超
モ
ダ
ン
な
ポ
Ｉ
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ケ

ル
ン
の
人
口
や
約
加
万
人
。
ち
ょ
う
ど
神

戸
く
ら
い
の
規
模
の
街
で
、
神
戸
と
似

て
い
る
な
あ
Ｉ
と
思
う
こ
と
も
沢
山
。

こ
ち
ら
も
、
只
今
、
地
下
鉄
工
鞭
で
街

の
道
路
は
ひ
つ
く
り
返
っ
て
い
る
し
、

商
店
街
は
、
鴬
業
時
間
を
６
時
半
か
ら

８
時
に
延
長
す
る
と
か
、
し
な
い
と
か

で
モ
メ
て
い
た
り
、
い
ず
こ
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
で
ゴ
タ
つ
い
て
い
ま
す
ｂ

現
在
、
気
温
担
℃
、
く
も
り
。
ち
っ

と
も
耐
れ
ま
せ
ん
。
皮
ジ
ャ
ン
、
マ
フ

☆
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム

サ
ン
パ
教
室
生
徒
募
集
中
ノ

神
戸
ま
つ
り
の
花
〃
サ
ン
バ
〃
の
生

徒
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は

〃
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
パ
チ
ー
ム
〃
の

一
員
に
な
り
た
い
と
い
う
方
、
サ
ン
バ

を
楽
し
み
た
い
方
ぜ
ひ
レ
ッ
ス
ン
に
ノ

ー
、
年
令
は
中
学
生
以
上

一
、
入
会
金
／
５
，
０
０
０
円

一
、
レ
ッ
ス
ン
料
／
３
，
０
０
０
円

（
一
カ
月
）

一
、
場
所
虹
Ｃ
（
三
宮
、
中
央
区
役
所

北
隣
り
〃
サ
ン
パ
ル
〃
７
Ｆ
）

一
、
と
き
毎
週
火
雁
日
（
午
後
６
．
．
”

１
８
．
．
鋤
）

一
、
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
指
導

小
泉
美
喜
子
／
安
剛
美
佐
枝
／
八
島
房

子一
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
指
導

ミ
カ
エ
ル
・
川
上

哩
月
中
は
労
側
会
蝕
に
て
、
毎
週
金

晒
日
行
い
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

幻
Ｃ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

言
湖
ｌ
Ｏ
２
１
０
家
沢

月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室

雷
知
ｌ
２
２
４
６
小
泉
美
喜
子

☆
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
神
戸

祷
さ
ん
は
〃
エ
ク
セ
レ
ン
ト
神
戸
〃

と
い
う
本
を
ご
存
じ
で
す
か
。
二
百
五
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